
【曲目解説】

＊序曲、スケルツォと終曲（シューマン）

シューマンの管弦楽曲における管弦楽法（オーケストレーション＝管弦楽曲に編曲すること）は、その独特な

手法ゆえ、あまり評価されてないのが実態です。その要因は、彼の曲では、同じ旋律を複数の楽器が演奏する、

つまり楽器が重なっていることが多く、常に多くの楽器が鳴っていて暑苦しい印象を与えることにあると思われ

ます。 しかし、楽器を重ねることをもって管弦楽法が下手だというのは、独り合点であり、いささ力研究不足だ

と思うのです｡楽器を重ねて分厚くするのは､彼の色であり、特徴と考えるべきです。よくよくスコアを見ると、

特に内声に独特の工夫が凝らされていることが分かります。例えば、内声の代表格＝ヴィオラの書き方を見てみ

ると、それは顕著に表れています。ベートーフェンの曲では、ヴィオラはいわゆる「刻み」が多いのですが、多

くの場合、同じ音を長く刻んでいて、それは単に和音を構成しているに過ぎません。それに対しシューマンの曲

では、刻みながらあたかも裏でメロディを奏でているように音が変化していきます。これだけを見ても、彼の管

弦楽法がベートーフェンよりも劣るとは言えないと、私は声を大にして言いたいのです。実は、彼の交響曲を手

本にして交響曲を書いた作曲家は、ブラームスを始めチャイコフスキーやボロデインなど数多くいるのです。そ

れだけ後の作曲家に尊敬され影響を与えていたという事実を忘れてはいけないと思うのです。

この曲が作曲されたのは1841年ですが、この年の2月には交響曲第1番「春」が完成されており、この曲は

その直後に書かれています。曲名のとおり、序曲、スケルツォ、終曲の3つの楽章から構成され、これに緩徐楽

章を加えれば交響曲の構成となります。当初は交響曲第2番として構想されていたようですが、交響曲としては

規模が小さく、発展性に乏しいため、 この曲を交響曲として世に出すことを跨躍ったのだと思われます。また、

同年9月には、交響曲第4番の初稿（現在演奏されている改訂版とはかなり違います｡）が完成していますが、

こちらが交響曲第2番として12月に初演されています。

なお、この時期の管弦楽曲には、既にシューマン独特の響きがありますが、楽器を重ねる手法はあまり見られ

ず、いわゆる「シューマンらしさ」は、まだ影を潜めています。

序曲：暗く短い序奏と春を思わせる快活な主部から構成されています。

スケルツオ：主部は、 「ターン・タ・タン」 というベートーフェンの交響曲第7番を思わせるリズムが終始支配

しています。歌曲を思わせる短いトリオが2回出てくるところは、他の交響曲にも見られます。

終曲：非常に速い曲の裏でヴィオラが三連符で動き続けています。ヴィオラ奏者にとっては苦難を強いられる曲

ですが、 ここに他の作曲家には見られない「シューマンらしさ」が表れています。 （鷹）

＊ヴァイオリン協奏曲第4番（モーツァルト）

モーツァルトはピアノの演奏家として有名ですが、父レオボルドが優れたヴァイオリン奏者であったことから

その教えを受け、 13歳のときには無給ながらザルツブルグ宮廷楽団のコンツェルトマイスターに任じられてい

ます。モーツァルトが使った小型ヴァイオリンは現在でもザルツブルグのモーツァルト博物館に保存されている

そうです。

ヴァイオリン協奏曲は第1番から第7番までが知られていますが、 6番と7番は現在では本人作とは認めら

れていません。第1番から第5番の5曲はすべて1775年（19歳）に作曲されています。ザルツブルグ宮廷楽

団に所属していた優れたヴァイオリン奏者アントニオ･ブルネッティのために書かれたものと考えられています。

（もちろんモーツァルト自身のためでもあったでしょう｡）

第4番は1775年10月に作曲されていますが他の協奏曲に比べ自由な形式で書かれています。

【第1楽章】 アレグロ 4/4拍子

軍隊的な冒頭の主題は独奏ヴァイオリンによって繰り返し奏されますが、展開部、再現部にも姿

を表しません。 冒頭の主題からこの協奏曲は「軍隊的」 と呼ばれることがあります。

【第2楽章】 アンダンテ・カンタービレ3/4拍子

独奏ヴァイオリンの美しいメロディが一貫して続きます。

【第3楽章】 ロンドアンダンテ・グラチオーソ 2/4拍子

非常に自由な形で作られ、 ロンドとソナタ楽章が混然一体となっているような構成です。

(Va@VS)



＊交響曲第5番「運命」 （ベートーフェン）

ベートーフエン（1770年-1827年）の交響曲第5番「運命」は、交響曲第6番「田園」 と共に1808年12
月22日、オーストリア・ウィーンのアン・デア・ウィーン劇場にて初演されました。厳寒の中、4時間に及ぶプ

ログラムを暖房のない劇場で演奏したことや､演奏上のトラブル等により､公演は完全に失敗に終わりましたが、
すぐに曲の評価は高まり、交響曲の傑作として後世に大きな影響を与え、時代を超えて世界中の音楽家、音楽愛
好家に愛され続けてきました。

「運命」 という副題はベートーフェン自身によるものではなく、アントン・シンドラーの著書の中に、作曲家
が作品冒頭のモティーフについて、 「このようにして運命は扉を開くのだ」 と言った。 と書かれていることから、
いつしか「運命」 と呼ばれるようになったものです。それに20代後半にして音楽家の生命である聴覚を失い、
自殺まで考えながら、苦悩を乗り越えて作曲家として功を成したベートーフェンの生涯が重なり、過酷な運命を
克服し歓喜に至る曲として演奏され、聴衆を感動させた例も少なくないと思います。

「運命の動機」 と呼ばれるモティーフは、ほとんどの解説に「ジャジャジヤジャーン」 とか「ダダダダーン」
と記されていますが、譜面に書いてあるのは「スタタタターン」 （スは八分休符）です。この音形が少しずつ形を

変えて全楽章にわたりこれでもかと言うほど出てきますが、 1つとして無駄はなく、様々な意味合いを持って曲

を構成し、推進していきます。これはほんの一例ですが、曲 Aue夢⑪ccnbri。
を書き上げてもなお、出版された後にまで推敲を続けたとい

うベートーフェンの思い入れは並大抵のものではありません。

私達も安易に「運命」の呪縛に囚われず、譜面から読み取れ

る音楽そのものを大切に演奏したいと思います。
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【プロフィール】

大塚杏奈（おおっかあんな） ；ヴァイオリン

国立音楽大学付属高等学校を経て、国立音）楽大学音楽学部器楽学科卒業。

第四回長江杯国際音楽コンクール第三位入賞。第七回日本アンサンブルコンクール弦楽ピアノデュオ部門優秀賞

受賞。 2006年大阪国際音楽コンクールデュオ部門エスポワール賞受賞。

2005年MMCK(現MusicMastersCourseinJapan)受講生、2006-2009年はオーケストラに賛助出演。2007年
クフモ音楽祭受講。

これまでにヴァイオリンを石橋洋子、戸澤哲夫、マーク・ゴトーニ、和波孝禧の各氏に師事。

2009年より洗足学園ニューフイルハーモニック管弦楽団準団員、同大学演奏要員。 2010年BS-TBS「気ままに

クラシック～音旅～」に出演。 2013年より東京ニューシテイー管弦楽団契約団員。

【アンサンブル・ディマンシュ】

第1ヴァイオリン；石嶺寿子 三瓶政一 関根佳子☆時山響子 西川富之

第2ヴァイオリン；荒川奈月 西村実 町田めぐみ三井田ひろ子》森未知

ヴィオラ ；柴野かおり下山純也心関口孝司郎千秋和久 山口彰

チェロ ；心緒方淳佐藤翔 久野慶彦 三次摂子

コントラバス ；江川博之》須賀敬亮 林和巳

ピッコロ ；米山典子

フルート ；上野京子 徳植俊之

オーボエ ；市川亜理 山口高司

クラリネット ；鈴木千暁 富澤涼太

ファゴット ；越島康太郎吉澤輝彦

ホルン ；小磯治 森合利之

トランペット ；多賀亮介 武川奈央

トロンボーン ；桜田健彦 松本啓 三次亮

ティンパニ ；星野武徳

☆コンサートマスター j弦楽パートトップ


